
保証書
本製品は厳正な検査を経て出荷されておりますが、万一保証期間内に下記保証規定(1)

に基づく正常な使用状態での故障の節は下記保証規定により修理いたします。

品 名 pHメーター

型 式 392R 機番

保証期間 お買い上げ日より 1年間

お買い上げ日 年 月 日

お客様 様

ご住所

取扱届名

住所

保証規定
(1)弊社商品を、当該商品の取扱説明書所定の使用方法汲び使用条件、あるいは、当該商

品の仕様または使用目的から導かれる通常の使用方法友び仕様条件の下で使用され

故障が生じた場合、お買い上げの日より一年間無償修理いたします。

(2)次の場合、保証期間中でも有償修理とさせていただきます。

・誤使用、不当な修理・改造による故障。

-本品納入後の移動や輸送或いは落下等による故障。

-火災、天災、異常電庄、公害、塩害等外部要因による故障0

・接続してL、る他の機器が原因による故障。

・車河・船舶等での使用による故障。

TEし
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TEL. 

-消耗部品、付属部品の交換。

・本保証書の字句を訂正した場合、購入年月日・購入j苫の記入がない場合、及び 保

証書の提示がない場合。

(3)ここで言う保証とは、納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発さ

れる損害は、ご容赦頂きます。

(4)本保証書は日本国内においてのみ有効です。
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はじめに

この度は、pHメーターモデル392Rをお買い上げ頂きありがとう

ございます。本器はすぐれた技術から創り出された信頼性の高い

測定器です。

初めにこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、本器の操作に

慣れてから性能を充分に発揮されるようご使用ください。

安全上のご注意

本器を安全にご使用いただくために、以下の事項を守り正しくお

使いくださし、

この表示を無視して誤った取り扱いをすると

&警告 人が死亡または重傷を負う危険が想定される

内容を示しています。

&注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると

人が障害を負う恐れまたは物的損傷が発生す

る恐れのある内容を示しています。

&警告

(1)電池を加熱したり火の中に入れないでください。破裂する恐

れがあります。

(2)センサーキャップ内のKCI溶液と標準液(4且01、7.00、10.01)が

添付されています。液が身体や衣服に付いたら水で洗い流して

ください。液が自に入ったら、失明の恐れがあります。すぐにき

れいな水で洗い、医師にご相談くださし、

&注意
(1)本器は完全防水構造ではありませんセンサー部以外を水に浸し

てご使用しないでください。火災、感電、故障の原因になります。

(2)製品の分解、改造はしないでくださし1。火災、感電、故障の原因

になります。

(3)センサーの電栢Eにガラスをイ吏用しています。ぶつけたり、落とし

たりしないでください。破損して、けがや故障の原因になります。

2 
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t概要

本器は小型・軽量、携帯に便利なオートパワーオフ機能付3.5桁
(2000カウント)テsジ‘タル表示のpHメーターで‘す。pHと温度を同

時に表示するデュアル表示となっています。pH測定はATC(自動

温度補償測定)とMTC(手動温度補償測定)の両方が可能です。

128個の測定データを保存し呼び出し表示すると共にRS232イ

ンターフェイスにてパーソナルコンビュータヘデータを送り、レポ

ート作成、解析等にご使用頂けます。

本器はORPセンサーを使用することによりORP(酸化還元電位)

測定を行うことが出来ます。ORPセンサーは別途お求めください。

2圃仕様

測定単位| 測定範囲 | 分解能 | 精度※

10.00~14.00pHI 0.01 pH I 土0.03pH

0~1999mV I 0.1 mV/1 mV 1::!:(0.5%rd匂+2d回)
O~500C 0.1

0
C ::!:1

0
C 

※pHセンサーの誤差は含んでいません 23土5'C、70%RH以下にて。
電磁波(O.5V/m以上)の影響を受ける環境下では、誤差が大きくなる場合

があります。

表 示 :3.5桁(2000カウント)液晶表示

サンブリング:1回/秒
本体使用温湿度範囲 :0~500C、 70%RH以下
保存温湿度範囲 :-20~600C、 80%RH以下
pHセンサ寸更用可能温度範囲 :0~500C

電 源:角型9V乾電池(006P，6F22等)1個

電池寿命:約200時間

電池電圧低下表示:r庄ヨJ(.バッテリ一口一マーク)を表示

オートパワーオフ時間:約10分(オートパワーオフ機能作動時)

寸 法:本体 165(H)x 65(W) x 35(D)mm 
センサー約φ12.5X150mm 

コード長約900mm
重 量:本体約185g

(電池を含む、センサー含まず)

センサー約75g

付 属 品:取扱説明書・・・・・・・・・・・・・・ 1冊
ATC pHセンサー・・・・・・・・・ 1イ閏
校正液ボトjレpH4.01・・・・・ 1個

校正液ボトルpH7.00・・・・・ 1個

校正液ボトルpH10.01・・・・ 1個

ソフトウェJ7Model 392r・・ 11固
RS232通信ケーブル・・・・・・ 1個

キャリングケース・・・・・・・・・ 1個

※電池は原則的に付属しておりません。一部テスト用電池が付属

されている場合には、早めに新品の電池と交換してくださし¥0
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aフ口ントパネルの説明

④RS232ケーブル用ジャック

②pHセンサ一入力用BNCジャック

③ATC温度センサー

①液晶表示(LCD)

⑤スライドスイッチ

⑥HOLDボタン
⑦MAX/MINボタン
⑧Aボタン
⑨Vボタン
⑩CAL/APOボタン
⑪"C/' F ボタン
⑫CLR/READボタン
⑬SAVEボタン

3-1.スライドスイッチ⑤の説明

OFF:電源オフ

pH-A:ATC自動温度補償測定

pH-M:MTC手動温度補償測定

⑬ATC pHセンサー

⑮センサ引ツプ一日

⑮校正液ボトル

百円

mV :mV測定、ORP測定(ORP測定にはORPセンサーが、必要

です)

3-2.各ボタンの説明

HOし自ボタン⑥ :このボタンを押すと"H"アイコンが表示さ

れデータがホールドされます。再度押すと

"H"アイコンが消えデータホールドは解除さ

れます。

MAX/MINボタン⑦:このボタンを押す毎にMAX(最大値記録)、

MIN(最小値記録)、MAX・MIN(最大最小値差

記録)、AVG(平均値記録)の各記録モードに

切り替ります。これらのモード中にHOLDボ
タンを押すと記録を中止し、表示がホールド

されます。
再度HOLDボタンを押すと記録を再開します。

この記録モードではオートパワーオフ(APO)
及びパックライトを除く他の機能は使用で

きません。このボタンを2秒以上長押しする

と記録モードは解除されます。

。'C/OF来ボタン⑪:このボタンを押すとパックライトが点灯し

ます。再度押すと消灯します。ボタンを2秒
以上長押しすると温度単位。'C(摂氏)と。F(華

氏)が切替ります。

A⑧およびVボタン⑨:これらのボタンは各種設定値の増減を行

なう時や測定データを呼び出す時に使用し

ます。

SAVEボタン⑬ :このボタンは測定データ(pH値や温度値)

をメモリーに保存する時に使用します。ボタ

ンを押すとVマークが一瞬表示され測定デ

ータがメモリーに保存されます。最大128個
のデータを保存することが出来ます。

6 



CLR/READボタン⑫:このボタンはメモリーに保存された測定

データを呼び出す時に使用します。ボタン

を押すと保存番号と保存データが交互に

表示されます(図 1、図2)oAまたはvボ

タンで保存番号を選択出来ます。再度ボタ

ンを押すとこのモードは解除されます。こ

のボタンを2秒以上長押しすると"CLr"と

"Addr"が一瞬表示しメモリーはクリヤー

されます(図3)。
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4 センサー使用上のご注意とpH値の校正
(キャリブレーシ昌ン)

ご使用の前にr4-1.センサー使用上のご注意」の項を良く読んで

からご使用ください。又、pH測定を正確に行う為に測定前にpH
値の校正を行ってください。

4・1.センサー使用上のご注意

(1)センサー先端の電極部が保管中に乾いてしまった場合や、長

時間空気中に放置されていた場合、測定値が安定しない、計

測速度が、遅くなる等の症状になる場合があります。この場合、

精製水や水道水に2時間~1昼夜浸してからご使用ください。

(2)特にセンサー電極部が汚れていたり、酸化膜が出来ていたり

すると上記の方法でも回復しない場合があります。r6.メンテ

ナンス」の項に従って確認ください。

(3)測定や校正の前には、電極部を精製水や水道水で‘良く洗い、

水滴を拭き取ってからご使用ください。

(4)測定後はセンサー先端の電極部を精製水や水潜水で良く洗

い、水滴を拭き取ってから、センサーキャッフ。⑮を被せてく

ださい。センサーキャップ内にはKCL(塩化カリウム)溶液を

少量入れてセンサー電極部が乾かないように保管ください。

(5)センサー電極の劣化は被測定液によっても変わって来ますo

特に強酸性、強アルカリ性、高温の液体、よごれた液体は電極

の劣化を早めます。これらの測定後は充分に電極部を洗浄し

てください。

(6)pHセンサーでpH値が測定出来る温度範囲は0~50oCです。

(7)緩衝作用の少ない液体(精製水や蒸留水等)のpH値は、空気

中のC02や電極の影響を受けて数値が変化する為、正確な

測定が困難です。

(8)付属の校正液の使用期限は、密閉したままで約1年、開封した

場合には約6ヶ月です。日光が当たらない涼しい場所に保管

ください。

図1 図2 図3

CAL/APOボタン⑩ :このボタンを押すと"APO"の表示が消え

てオートパワーオフ機能は解除します。再度

押すと"APO"の表示が現れオートパワーオ

フ機能が作動します。オートパワーオフにな

る時間は約10分です。使用中にオートパワ

ーオフ機能が働き電源がOFFになった後

に続けて使用する場合は一度スライドスイ

ッチ⑤をOFF'こしてからスライドスイッチ

を設定し宣してください。このボタンを2
秒以上長押しすると"CAL"が表示され校

正モード(キャリブレーションモード)にな

ります。

7 8 
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4・2.付属の'ATCpHセンサー[自動温度補償タイ71を使用する

場合の校正方法(キャリブ.レーション)

8pHセンサーを校正する場合はpH4/pH7/pH10の3点での校

正が必ず也、要です。付属のpH4.01、pH7.00、pH10.01の校正液

を使用して校正してください。

・校正液は付属の物以外でもご使用できます。本器では次の数

値の校正液での校正が可能です。

pH4の校正はpH3.5~4.5迄
pH7の校正はpH6.5~7.5迄
pH10の校正はpH9.5~10.5迄

・校正がうまく行かない場合はr6.メンテナンス」項を確認くだ

さい。

(1)ATCpHセンサー@のBNCコネクターを本体のBNCジ、ヤツク②に
差込み、温度センサーのフ。ラク.を温度センサー用ジャック③へ差

込みます。

(2)スライドスイッチ⑤をpH-Aの位置にしてから、CALボタンを

2秒以上長押しすると画面上部に"CAL"表示が現れ校正モー

ドになります。

(3)pH4の校正液を用意し、校正液の温度が室温になり安定する

のを待ちます。

(4)pHセンサーからセンサーキヤツフ。⑮を外し、センサー先端の

電極部を精製水や水道水で‘良く洗い、水滴を拭き取ってから、

電極部を校正液に浸します。校正液が不良の場合やセンサー

が汚れている場合、エラー表示"E4"が表示されますf6.メン

テナンスの項jを確認ください(図4)。

ATC 

E河
口E5.日℃
図4

ATC CAL 

日時国日目 pH

BE5ふ

図5

日時贋日目/PH

日EEBL

国6

(5)表示値(囲5)が安定したらCALボタンを2秒以上長押ししま

す。"04.00"が点滅した後、pH4の校正がスタートします(図6)。

付属の校正液で校正する場合はA又はvボタンで04.01に数

値を変更します。この値は校正液の温度(図6の表示温度値)

により遣って来るので下図の校正液ボトルに書かれた温度

に対応するpH値に変更ください。付属の校正液以外を使用

する場合は、その校正液のpH値に合わせます。pH3.5~4.5迄
の数値に設定可能です。

5
0

C 4.00 25
0

C 4.01 

10
0

C 4.00 30
0

C 4.02 

15
0

C 4.00 35
0

C 4.02 

20
0

C 4.00 40
0

C 4.04 

ボトルラベルの表示

(6)再度CALボタンを2秒以上長押しすると"SA"ど'E4"表示が

順に現れpH4の校正が終了します。(図7、図8)

ATC CAL 

c関
J盟問

図7

pH 

ATC CAL 

.: L. pH 

掴広司

日25.Bt
図8

(7)次にpH7の校正液を用意し、校正液の温度が安定するのを待

ちます。

(8)上記の (4)~(6)と同様にpH7の校正を行います。pH7で、の校正

はpH6.5~7.5迄の数値に設定可能です。

(9)次にpH10の校正液を用意し、校正液の温度が安定するのを

待ちます。

10 
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(10)上記の(4)~ (6)と同様にpH10の校正を行います。pH10で、

の校正はpH9.5~10.5迄の数値に設定可能です。

(11)pH10の校正が終了すると、画面に"SA"と表示が現れた後

"CAL"と"End"が一瞬表示し校正が完了します。(図9)

AτC CAL 

tF血困問唖BL B 

庄内.d'C 

図9

4-3.MTCpHセンサー[手動温度補償タイ71を使用する場合の

校正芳;去(キャリブ.レーション)

-温度センサーが付いていないpHセンサーを校正する場合も

pH4/pH7/pH10の3点での校正が必ず必要です。付属の

pH4.01、pH7.00、pH10.01の校正液を使用して校正してくださ{，'o

・校正液は付属の物以外でもご使用できます。本器では次の数

値の校正液での校正が可能です。

pH4の校正はpH3.5~4.5迄

pH7の校正はpH6.5~7.5迄

pH10の校正はpH9.5~10.5迄
・校正液の温度測定カ油、要です。あらかじめ温度計を準備して

ください0

.校正がうまく行かない場合はf6.メンテナンス」項を確認くだ

さい。

(1 )MTC pHセンサーのBNCコネクターを本体のBNCジ、ヤツク

②に差込みます。

(2)スライドスイッチ⑤をpH-Mの位置にしてから、CALボタンを2

秒以上長押しすると画面上部に"CAL"表示が現れ校正モード

になります。

(3)pH4の校正液を用意し、その温度が安定したら温度計で測定

します。

(4)pHセンサーからセンサーキャッフ。⑮を外し、センサー先端の電

極部を精製水や水道水で良く洗い、水滴を拭き取ってから、電

極部を校正液に浸します(図1ω。

fJI TC CAl M TC CAL 

日時E日pH

gBqnE5g且℃凶BE5Bt 
図 10 図 11

(5)表示値が安定したらCALボタンを2秒以上長押しします。

"04.00"を表示、"025.0
0
C"が点滅しpH4の校正がスタートし

ます(図11)oA又はVボタンで測定した校正液の温度値に

変更します。温度値の設定は100C~400C迄可能です。

(6)再度CALボタンを2秒以上長押しすると"SA"と表示が出た後、

"04.00"が点滅します。付属の校正液で校正する場合は企又は

Vボタンで04.01に数値を変更します。この値は校正液の温度

により遣って来るので校正液ボトルの横に書かれた温度に対

するpH値に変更ください。付属の校正液以外を使用する場合

は、その校正液のpH11直に合わせます。pH3.5~4.5迄の数値に設
定可能です。(図12、図13)

M TC CAL 

.: 8:' 
JJ 

pH 

B25.日℃
図12

「同L'問問/PH

lU -t闘脳、

図13
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(7)再度CALボタンを2秒以上長押しすると"SA"と"E4"表示が

l慣に現れてpH4の校正が終了します(図14，図15)。

M TC CAL 

.:関
:9歯肉

pH 

BE5.B℃ 

M TC CAL 

広明

図 14 図15

(8)次にpH7の校正液を用意し、その温度が安定したら温度計で

測定します。

(9)上記の(ゆ~σ)と同様にpH7の校正を行いますopH7での校正

はpH6.5~7.5迄の数値に設定可能です。

(10)次にpH10の校正液を用意し、その温度が安定したら温度計

で測定します。

(1 1)上記の(ゆ ~(7) と同様にpH10の校正を行います。pH10での

校正はpH9.5~10.5迄の数値に設定可能です。

(12)pH10の校正が終了すると、画面に"SA"と表示が現れた後

"CAL"と官官End"が一瞬表示し校正が完了します。(図16)

APO 

ATC CAL 

.-[闘:.8 
L 
E内.d'C 

図16

4・4.ATC温度センサーの校正

ATCpHセンサーを交換した場合やより精密な測定をする場合の

み、この温度センサーの校正を実施ください。校正は25
0Cと70

0

C
の2点校正が必ず必要です。校正には以下が必要となりますので

あらかじめ準備ください。

-温度計

・水温25:!:5
0
Cの水

• 71く温.70:!:50Cの水

(1)ATC pHセンサー⑭のBNCコネクターを本体のBNCジ‘ヤツク

②に差込み、温度センサーのフ。ラグを温度センサー用ジ、ヤツク

③へ差込みます。

(2)スライドスイッチ⑤をmVの位置にしてからCALボタンを2秒以

上長押しすると画面上部に"CAL"表示が現れ校正モードになり

ます。

(3)温度が25土5
0
Cの水を用意し、その温度が安定したら温度計で

測定します。

(4)pHセンサーからセンサーキヤツフ。⑮を外し、pトlセンサーを液体

に浸し、表示値が安定するまで待ちます。液体の温度が25:!:

5
0
C以外の場合は"E5"と表示されるので、液体の温度を25土5

℃以内にしてください。(図17、図18)

CAL mV CAL mV 

.. 41診 @昏 6理砂 幅畢 ..  ..  <Ii畢

.: .: 
T..:..:J 'c 日E5B℃

図 17 図 18

(S)CALボタンを2秒以上長押しすると"025.0
0
C"が点滅し温度

の校正がスタートします0"'"又はvボタンで測定した温度値

に変更します。温度値の設定は150C~350C迄可能です(図19)

CAL mV 

e畢 磁器b 嘱富 .. 畢

、.，:0:門ノ
〆Ut..: .:J.U、℃

図 19
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(6)再度CALボタンを2秒以上長押しすると"SA"と"ES"表示が順

に現れてお℃の校正が終了します。(図20.図21)

CAL mV 

c関
:.困問
問 :0:円u c .:tU 'C 

図20

CAL mV 

e軍歩 d富T 4語参 d畢

.: T: 
E周:J'C

図21

(7)次に温度が70:!:SOCの水を用意し、その温度が安定したら温

度計で測定します。

(8)上記(4)~ (6)と同様に700Cの温度校正を行います。

(9)温度校正が終了すると、画面に"SA"と表示が現れた後"CAL"

と"End"が一瞬表示し校正が完了します。(図22)

APO 

思測定方法

5・1.pH測定

CAL mV 

F関 B
L 

図22

(1 )ATC pHセンサー⑭のBNCコネクターを本体のBNCジ、ヤツク

②に差込み、温度センサーのプラグを温度センサー用ジャック

③へ差込みます。

(2)付属のpHセンサーを使用する場合はスライドスイッチ⑤を

pH-Aの位置にします。MTCpHセンサーを使用する場合はス

ライドスイッチ⑤をpH・Mtこします。

(3)f4.センサー使用上のご注意とpH値の校正jの項に従い校正

をします。

(4)pHセンサーからセンサーキヤツフ。⑮を外し、pHセンサーを被測

定液体に浸し、表示値が安定するまで待ちます。

(5)測定後はセンサー先端の電極部を精製水や水道水で良く洗い、

水滴を拭き取ってから、センサーキャッフ。⑮を被せてください。

センサーキヤツフ。内にはiくCL(塩化カリウム)溶液を少量入れ

てセンサー電極部が乾かないように保管ください。

(6)各機能の使用方法はf3.各部の名称と説明」の項を参照くだ

さい。

注意:pH計測の速度が遅くなったり数値が安定しない場合、

又はエラー表示(E表示)が現れる場合は、 r6.メンテナンスJ

の項を確認ください。

5圃 2.0RP(mV)測定

本器はORPセンサーを使用することによりORP(酸化還元電位)

測定が行えます。
(1 )ORPセンサーのBNCコネクターを本体のBNCジ、ヤツク②に

差込み、温度センサーのフ。ラグを温度センサー用ジ、ヤツク③へ

差込みます。

(2)スライドスイッチ⑤をmVの位置にします。

(3)ORPセンサーからセンサーキャッフ。をタ+し、ORPセンサーを

被測定液体に浸し、表示値が安定するまで待ちます。

(4)測定後はセンサー先端の電極部を精製水や水道水で良く洗

い、水滴を拭き取ってから、センサーキャップを被せてくだ

さい。センサーキャップ内にはKCL(塩化カリウム)溶液を少

量入れてセンサー電極部が乾かないように保管ください。

16 
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6個メンテナンス

6-1.pHセンサーのメンテナンス

8pHセンサーはメンテナンスを行うことにより寿命を長く保

つことができます0・pHセンサーの電極部をこすったり触ったりしないようにし
てください0・pH計測の速度が遅くなったり数値が安定しなくなった場合、
又はエラー表示(El"'E4表示)が現れる場合は、次の項目を

確認ください。

(1)タンパク質の汚れがある場合

電極部を10%のペプシン溶液に約30分浸した後、精製水や

水道水で、すすぎ、pH7の標準液に約2時間浸してください。

(2)油分の汚れがある場合

電栂部を50%の水/アセトン溶液で油汚れを落とし、精製

水や水道水ですすぎ、pH7の標準液に約2時問、浸してください。

アセトン原液には浸さないようにしてください。電極部のプラ

スチック材のシールが劣イヒします。

(3) p H電極部の修復

電極部を精製水や水道水ですすぎ、pH7の標準液又は精製氷

や水道水に約2時間""'1昼夜浸してください。

6-2.トラブ、ルシューテイングQ&A

a電源を入れても何も表示されない。

A.電池が正しく装着されているか、電池容量が十分にあるかチ

エツクしてください。

Q，測定値が不安定、計測の速度が遅い

A. f6・1.pHセンサーのメンテナンスjのZ買をチェックしてくだ
さし、。

Q.エラー表示(E1)表示が出る。

A，温度センサープラグが温度センサー用コネクター③に確実に

差し込まれているかチ工ツクしてください。

Q圃エラー表示(E2)表示が出る。

A.被検査液の温度が測定可能範囲より高い可能性があるので

チヱツクしてください。

Q.エラー表示(E3)表示が出る。

A.被検査液の温度が測定可能範囲より低い可能性があるので

チェックしてください。

Q，エラー表示(E4)表示が出る。

A. pH校正値に対し:t1pH以上の校正ズレの可能性があります。

f6戸1，pHセンサーのメンテナンスjの項をチェックしてくだ

さし九

Q， CAL(校正)モードにならない。

A.センサーのコネクターが確実に接続されているかチェックし

てください。又、電池電圧が低くなりバッテリーローマークが

出ていないかチェックしてください。

Q，測定データがメモリーに保存出来ない。

A. pH測定値や温度測定値が"OL"や"_OL"になっていないかチ

ヱツクしてください。又、電池電圧が低くなりバッテリーロー

マークが出ていないかチェックしてください。

6-3.1~ッテリーローマーク

電池の容量が少なくなると、表示部に電油の容量が少なくなった

ことを知らせるバッテリーローマーク1+-1が表示されます。f6・

4.電池の交換Jの項に従い電池を交換してください。

6-4.電池の突換

表示部にバッテリーローマークが表示されたり、表示が、全く出

なくなった場合は、電池の消耗が考えられます。次の手}I贋で電池

を交換してください。

(1)電源をOFFにしてpHセンサーを本体から外す。

(2)本体背面の電池蓋のビス2本を取り外し、古い電池を外す。

18 



(3)新しい電池を装着し、電池蓋を元に戻す。

注意:本器を長時間使帰しない場合は、電池を外して保管し

てください。

rOKJをクリックするとセットアッフ。を聞k台します。または、co-
ROMの rsetupJのファイルをダブ〕レクリックして下さい。図23が、
表示されます。

6・5.クリーニング

本体をクリーニングする場合は、ぬるま湯又は水を含ませた柔

らかい布で拭いてください。汚れがひどい場合は薄めた中性洗

剤を使用し、その後よく拭きとってください。

センサー部のクリーニングはr6-1.pHセンサーのメンテナンスJ
の項を参照してください。

Welcome to the Model.392r 
Installation Wizard 

1I is stfongly recommended !hat }'OU exIt a!I Wrndows仰ograms
beforerunnIn.Q出ssetupprogre肌

Click Cancel 10刷山'se切 pfogr肌!henc!o:se &n'y pJogr嗣 s
youhave間 ning.ClickNexttocontin回 lneinstaDation.

7圃ソフトウェアModel固 392r

7-1.概要

Model-392rソフトウェアはRS232シリアルインターフェイスにてPH
メーターに保存された測定データをpctこダウンロードするとともに、

オンラインで測定データをリスト表示することができます。

pcに読み込まれたリストデータはExcelファイルまたはテキストファ

イル等で保存することができます。レポートの作成、測定データの

解析に便利にご使用いただけます。

7回2.1¥'ーソナルコンビューター (PC)接続条件

事pcは100MHz以上のOOSV機を使用して下さい。

暢EGAまたはVGAモニターを使用して下さい。

嘩Microsoft社Windows95以降のオペレーションシステム (OS)
で動作しますO

事pcのメモリーは16Mバイト以上、ハード、テとィスクド、ライブ1ま10M
バイト以上を必要とします。

7-3 

f寸属のco同 ROMをcoド、ライブlこセットします。
co同 ROMドライブが(0)の場合、「ファイル名を指定して実行」ダ

イアロク‘ボックスのコマンド、ライン(名前)にro:￥setupJと入力し

ます (0は必要に応じて変更して下さい)。

WARNING: This仰ogramωprotectedb}' copyriyhllaw剖 d
IliternationaJtJea博$

Un'叫 orI2edr叩 oductionαdisl!ibutionoft出 program町田y
portionot札m旬開ultin悶 V問 civil剖dcriminalpenaJ出，剖d
岬 beprosecutecl 10 lhe maKImum eポentpossible under law 

ぐ亘刑 fE罫RI~札J

図23

rNEXTJをクリックすると図24が表示されますO

Desiination Folder 

Selecl a folder where the application WilI be insta!led 圏
T加 insta!lationwlzard叫耐alI加問出forMo申1;3拍inll下，1011酬明f制"

ToI!'1ボd柿oadiffl尉enllolder，匂fiok¥heB，ow持 b酬。n，前dselecta問駒郡loId"，

Youc聞がね悶8notlo両 国Model.392r旬dickj吋 Caooelto副社時阿国aUon
wizald 

一
明
山
肌
一口一 ~I 

i
 

一
J
訓i
 

叫
一ふゆ虫叩叩沼γγ

一
4

一

円

/

』図
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インストール先のテsイレクト1)を変更したい場合は fSrowseJをクリ
ックして変更して下さし¥0

fNextJをリックすると図25が表示されます。

インストールが完了すると図27が表示されますので fFinishJをク
リックして完了します。

閤
ム但Jj8

R同 dytoInstalJ the Application 

Click Next!o be明 installation.

問cktheB前 :kbultonlQr冊以"続四抗試aD説明副印刷血norc恥kC，町celtoexit
h問 1<¥

日cktheFmI崎hbutton to exit this instaDation 

〈呈叫 I 11"1>J~出斗

図25
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』図

fNextJをクリックするとインストールを開始します(図26)。

Upda1ing町剖傍冊

ThefeaWl田 90usel削 edarec凶隠れ 19be問問凶国v 閣

PCのフ。日夕、ラムにC:￥Model-392rが登録されていることを確認し
て下さし ¥0

調圃置覇置圃圃圃富圃

戸田

7-4.PC接続とプログラムの起動

付属のRS232ケーブルでPHメーターとPCのCOMポートを接続し
て下さい。 PHメーターのスライド、スイッチをOFF以外の位置に設
定して下さい。 Model聞392rフ。口ク、ラムを起動するとメインウインド‘
ウが表示されます(図28)0図26
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Op加 FileTQ Excel Otrl+O、
frint Window_ 0甘いp

空竺生主File Upen Help 
冨2盤

392R 392R 

3盟事務
pH_A 

3園野動
pH_A 

25贋7C 27.0C 

0912612008 16:22:18 0912612008 

Exit .1 

図30

メインウインドウの rOpenJフ。ルダウンメニューの rReadDataJはpH

メーターに保存された測定データをダウンロードするときに使用します。
rDisplayJのサブ.メニューの rListJはオンラインでリスト表示をする
ときに使用します。

図28

pHメーターの電源が、オフになっていたり接続が確認されなかった
りする場合は、図29が表示されます。
COMポートの接続を確認して rOKJボタンをクリックして下さい。

392R 
7・6.保存データのダウンロード

メインウインド、ウの rOpenJ7'ルダウンメニューの rReadDataJ (図
31)を選択すると図32が表示されます。Dt日別附陶加山…e時醐開叩叩…a師脚叫叫s開叫叫e叫叫Gαlo即庁 Oheck ，li1悶st廿r叩~刷m脈Y悦憎t憎母開n吠tPQW息官げ 1 

or Oheck Ooble connectIQ仇

二点--.J Set虫"PortI 

392R 

図29

3園事事
pH_A 

7・5.メインウインドウ

メインウインドウの rFileJフ。ルダウンメニュー rPrintWindow...Jを
選択すると、現在表示されているウインド‘ウを印刷することがで、きま
す(図30)。
rOpen File To ExceUを選択すると保存したエクセルファイルを
聞くことができます。

。。
《

U
内

UE
 

au E
 

O
a
 

hu 

27.0C 

16:22:52 

Exit 

図31
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ぷj

Allo!s¥島町windowswill beclosed and youwill lose，recorded d拘

一止」

図32

fOKJをクリックするとPHメーターに保存された測定データをダウ
ンロードして表示することができます(図33)。

図33

fTableJボタンをクリックすると fDiagramJに切り替わり、図34の
ようにグラフ表示されます。

主J

，.， 
守帥《ごコマぬ炉開

:' 

圏34

グラフは fMain(図35)Jおよび fTemp(図36)Jのプルダウンメ
ニューで加工することができます。

"'" 

".拘
す幽舗と:刊明言

図35

図36

リストデータを保存したい場合はfFileJフ。ルダウンメニューより fSaveJ

を選択するとTextファイルで¥fSaveas excel formatJを選択す
るとExcelファイルで保存することがで、きます(図37)。
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図37

7周7.リアルタイムオンライン測定

リアルタイムオンライン測定とはpHメーターの測定データをオン

ラインでPC上に表示し、また、測定したデータはファイルとして保

存できます。

メインウインド、ウの fOpenJフ。ルダウンメニューの fFilelistJを

選択して下さい(図38)。

392R 

3園野
pH_A 

27‘2C 

自由12612008 16:28:08 

一 一一一

図38

図39のように測定リストが表示されます。

16:2日36

16:28:37 
16・2仕38

16:2日39

3.99 pH_A 27.2 C 

3.99 pH_A 27.2 C 

3自由 pH_A27.2C 

3.99 pH_A 27.2 C 

3.99 pH_A 27.2 C 

4.00 pH_A 27.2 C 

3.99 pH_A 27.2 C 

図39

f1NTVJはサンプリングインターバルです。 fAJまたは fTJの

ボタンで変更することができます。

fLlSTJ は画面リスト表示数で、初期設定は200になっています

が¥「企」または fTJのボタンで設定を変更することができます。

fRECJボタンを押すと記主是を開始し、 fRECJボタンはオフに

なります。 fFILE NAMEJにfDEFALTJを選択している場合、
FILE NAMEの欄にファイル番号および、f.xlsJの拡張子が自動

的に表示されます(図40)。

FILEI~￥MQdel-392r半 data￥
NAMEIP!蜘 1悶 xls

ri仕29:46 3.99 pH_A 27.2 C 

16:29:47 3.99 pH_A 27.2 C 

16:29:48 3.99 pH_A 27.2 C 

16:29:4日 3.99pH_A 27.2 C 

16:29:5日 3.99pH_A 27.2 C 

16・29:51 3.99 pH_A 27.2 C 

16:29:52 3.99 pH_A 27.2 C 

16:29:53 3.99 pH_A 27.2 C 

16:29:54 3.99 pH_A 27.2 C 

16:29:5石 3.99pH_A 27.2 C 

図40
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fOFFJボタンを押すと記録を中止して、開始から中止までの
リストデータが自動的に指定されたディレクトリにExcelファイルと
して保存されますO

fOFFJボタンを押してもリスト測定は常時表示動作しています
ので、ご注意下さい。

ファイル形式を変更したい場合は fFILENAMEJをfTJボタン
でfUSERFILEJに変更し、例えばテキストファイルで保存したい場
合にはUSERFILE名に「※.txtJの拡張子をつけて下さい。
保存したデータはメインウインド、ウの fFileJフ。ルダウンメニューの

fOpen File To ExceUを選択して下さし1。保存したExcelファイ
ルを聞くことができます(悶41)0

塁側面目圃副圏直11瞳寄宿司標盟時四副岡山臨舘田輔盟盟趨醒蝿瞳掘額融盟臨調輔臨蝿輯趨趨瞳留醐

i朝、'")yイMD編犠匂表示却持入@書式。ヴづL匂デ

lAil泌11!.Cj;..J1炉⑩ j回閏I冒盟i園舎 j留 1

|自雄輔副|晶[1p.~ I品開事鶴<:11'"γ 同 V

Md 田 109/26/20団 16:29:52

A I B 10  1 0 IE 
11明々 白々 00日16:29:5L!s99jpけ_A1一(

主J09/26/200日16:2白臼 ...3.99Jpljλ: 
主J09/26/200816:29:54 3.99JpHA! 
土J09/26/200日16:29:55 i 3，991p民AJ
U09/26/200日16:29・56 3.9白IpH_A 27.210 
立J09/26/200日16:29:57i 3.991p比A_i 27.2IC
lJ09/26/2008 16:29:5日 3.991pト~"Aj27叩
A-.lnQ/ワ侭/ワ門口日 1Rφ白h:Q ~ a-Q 1.....1--1 A ワ寸ワ 1('

図41

Windowsおよび~EXCELは米国Microsoft Corporationの、
米国およびその他の固における登録商標です。
その他、本書で登場するシステム名、製品名は、一般各開発
メーカーの登録商標あるいは商標です。
なお、本文中ではTM、⑪マークは明記していません。
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